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―23―
古池の音
田
　
漢
 著

閻
　
瑜
 訳
【訳者前書き】　
田漢（本名は田寿昌、一八九八～一九六八）は中国国歌の作詞者であり、中国近代劇運動の始祖の一人でもある。
一九一六年八月から二二年九月まで日本に留学していた。在日中、 当時日本で注目され始めた新劇（中国では「話劇」と呼ばれる）に傾倒し、新劇の創作を始めた。自作 た新劇は東京有楽座と東京中国青年会劇場で上演されたこともある。帰国後、欧陽予倩、洪深などと一緒に、戯曲改革を呼びかけ、旺盛な創作活動を続けていた。　
田漢の一九三〇年代までの新劇作品は、芸術至上主義と恋愛自由を唱える唯美主義的なものであった。独幕劇「古
池の音」 （中国語名は「古潭的声音」 ）は一九二八年夏に書き上げられ、同年九月『南国週刊』に発表され 後、彼が創設した南国社によって上海、南京、広州で一回目の公演が行われた。その後 登場人物を詩人一人から詩人と母二人に増や 、字数も数千字から一万字以上になった。 「古池の音」は、田漢自身も「濃厚な唯美主義的な傾向を見せている劇」
（注１）
と語っているように、耽美的、唯美主義色のもっとも濃い話劇であり、初期話劇の特色をよく反映し
ている作品とされている。
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　「古池の音」は原稿用紙三十枚あまりの短い作品であり、登場人物が二人しかいないにもかかわらず、神秘的、叙情的であるため、難解なところがある。田漢は自らその内容を次のようにまとめている
（注２）
。
　
ある詩人は物欲からある舞姫を救い出し、自分が旅から帰るまで寂しい高楼に閉じ込める。彼女はまた霊の誘惑を
受けて高楼の下にある古池に飛び込む。詩人は復讐のため、古潭を叩き壊そうとして古池に飛び込む。しかし、詩人の声と古池の音もともに遠くなる。　
作品には一度も登場しない女主人公の舞姫、そして詩人はそれぞれ何故古池に飛び込むのか。その古池の音は何を
象徴しているのか。田漢自身の解説によると 松尾芭蕉の俳句「古池や蛙飛びこむ水の音」についての松浦一『生命の文学』の第一講「貴族か、平民か」におけ 解釈からヒントを得たのだという。芸術至上主義者は蛙が水に飛び込むという瞬時を求め 。その瞬時が文芸と人生を理 する門である。飛び込む時の音は、遊楽と解脱の福音である。田漢はこれに触発され、次のように述べている
（注３）
。
　
一時非常に強い芸術至上主義の傾向を持っていた私 、松浦一氏の評論に対して言うまでもなくたいへん共鳴を感
じていた。そこで「古池の音」と う題目を九年前にすで 創作予定の脚本集に加えておいた。　
私が想像している脚本には、古池に飛び込む蛙が詩人であり、詩 が飛び込もうとする時、彼を引き止めるのが母
である。ここには、生と死、迷いと目覚め、人生と芸術と 極めて険しい戦いがあるのである。
―
これが私の捉ま
えようとする「呼吸」というものである。
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田漢は芸術性を重視する一方、新劇が大衆向けのものになるべきとも主張していた。公演時、大衆に受け入れられ
るよう、鑑賞券の値段設定にまでも配慮していた。ところが、芸術に生涯を捧げようとする「古池の音」の詩人に込めている田漢の思いは、予想ほど大衆に理解されていなかったようである。新劇の芸術性 大衆性のジレンマに陥った田漢は、芸術の俗化と戦い、品格を保つ話劇作品を創り続けたいという決心したのである。　
田漢は谷崎潤一郎と長年にわたる交友関係を持っており、 谷崎 唯美的 初期作品に共鳴を覚えていると思われる。
「古池の音」と谷崎のほぼ同時期の作品と比べると、少女を閉じ込めて自分の理想像に育てようとする「痴人の愛」に描かれている夢、 「富美子 足」 ような女性の足 対する偏狂的 趣味、 「鮫人」のタイトルである鮫人の涙からできた真珠、 「ある漂泊者の俤」に登場している漂泊の芸術者など、 数多くの共通する要素を持ってい こ がわかる。【本文】人物
　
詩人
　
老母
背景
　
静かで素朴な寝室。ベッドの上にかかったカーテンは微かに開いており、 シルクの掛け布団は雑に丸めてある。ベッドの下にあるハイヒールは、女性がまだ起きていないと思わせる。ベッドの脇に小さな机が置いてあり、赤い灯りがまだ付けたままで、洋書も開いた まである。左側に本棚やピアノがあり、ピアノの上に書籍や楽譜が適当に積まれている。右側の奥は階段の入り口となっている。真正面の花柄のカーテンの外にあるテラスが茂った木陰で覆われている。下には底知れない池が広がっている。
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〔詩人はトランクに杖で登場し、ドアに入るとすぐに指を唇に当てて低い声で「美瑛！
　
美瑛！
　
」と呼んだ。
〔その後、彼女がまだ寝ているようなので、杖を置いてからソファーに座り、部屋の中を見回り、得意げに微笑んでいる。
詩人
　
二ヶ月家を空けていたが、彼女の部屋は意外なほど綺麗に片付けられていた。 （腰掛けたら机に本が置いてあるのに気づいた）あら、この子はなんと本を読み始めていた。しかも、このような本を。賢い女の子なら本を読まなくてもい と思っ 。……本当に嬉しいことだ。 （ベッドの方を見た）こんな時間になってもまだ起きてい いのは、もしかしたら夜遅い時間まで読書していたからだろう。 （得意満々）ああ、私は勝った。うまくいった。ようやく彼女を俗世の誘惑から救い出した。肉体の喜びに耽っていた人間を目覚めさせた。……しかし、 あんまり一生懸命やらせてはいけない。やりすぎる 病気にな しまうから。 （ベッドに向かて低い声で呼ぶ）美瑛！
　
美瑛！
　
ほら、この子はぐっすり寝ているよ。このような淋しく怖い高楼
（注４）
で、
よくこんなに安らかに眠れて、悪い夢さえも見 いな だろうね。母の手紙によると、彼女は二ヶ月も上から降りたことも いそうだ。期せずして彼女は い切って気持ちを入れかえたよう ……（ハイヒール 見かけて、一つを手に取った）ほら、まだこの靴を履 ているよ この靴は彼女の以前の楽し 生活の唯一の記念なのだろう。 （靴を持ち上げて思いに耽る）ああ、靴よ、そしてお前を踏 でいる足と腿は、なんという罪悪の花だろう。ああ、人 美の地獄へと誘惑す も だよ。私はまだ覚えているよ。彼女に 靴を買ってあげたのはある冬の夜だった。 彼女は薄い黒色のストッキング は 腿を伸ばして私 靴紐を結ばせたの った―
私は紐を結びながら、心の中で不思議に思っていた。どうしてこの小さなハイヒールは、彼女の足が履い
たら、直ちに人間を地獄へと誘惑する悪魔となるのだろうか。 もし私がこの楼閣の主人 なけれ 、もはやとっくに君の奴隷になってしまったよ。でも、今は ……君は私の奴隷にすぎない。
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〔そう言いながら靴をじゅうたんの上に投げ出したが、と同時に、彼女を驚かせるのを恐れて急いでもとに戻した。ベッドの中はあいかわらず物音一つもしない。
詩人
　
美瑛！
　
美瑛！
　
君って子はもうこんないたずらをするなよ。君の癖をよく知っているよ。聞こえないふりを
して黙っていたり、目覚めても目覚めていないふりを たりして。去年君たちを連れて揚子江中流へ旅に出た時のことを覚えている？
　
私たちはある山上の旅館に泊まった時、前の晩の芝居で大変疲れたせいか、翌日の
朝九 になってもみんなはまだ起き 来なかった。でも、後一時間寝たら舟に間に合わないから、君を強く揺さぶった 、君は目 めたのに寝ているふりをしていたじゃないか。私が可哀そうになるほど焦ってしまった時になってはじめて、君は私をたたい から飛び起き 、 「行きましょう。私はすぐ目覚めるのよ」と言った。君は本当に可愛いおばかさんだね 早く起きなさい。ほら、太陽はもう山のふもとに沈んだ。向かい側の山にある塔が焼かれて焦げそうにな た。ここで読書に集中することだけをして らいたかったが、早寝をさせるつもりはなかったよ。起きなさい。起きなさい。遠路は ばる帰っ きて、お腹も空 し、足も疲れたし、母も家にいない。君が起きないと、誰が私の世話をする よ。起きなさい 起きなさい。起きないと君の布団を払いのけるぞ……
女性
　
……〔詩人はトランクを開けた。
詩人
　
早く起きてみてごらん。君の好きなものをいっぱい買 きた。 （一つ一つ指差して）これは今最も流行っているマフラーだ。去年私たちが旅に出かけた時に、揚子江の川辺であ 馬鹿から買ったマフラーはい けど、あれはウールだ。今暖かくなったから、あれは使え く った それから、見て、これは黒いインドのシルクで、洋服の生地として買っ あげ よ。君は黒い服でも白 服でもどっちを着ても損はしな と言 たよね。
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それから、これは最も流行っているシルクの靴だ。君が以前はいていたものよりずっといいよ。そして、見て、これは帽子、これはストッキング、これはクリーム よ。ほら、これは新しく出した楽譜で、中には、天才の作曲家がここ数ヶ月内に作った新しい曲が入っている。早く起きて弾いてみてごらん。これは香水だ 新くできた友だちがくれた南国特有の香水だ。彼は香水を研究する調香師で、鼻が五、 六十種類の香りを嗅ぎ分けることができる。彼は自ら数え切れないほど危ない南国の山奥から珍しい草花を採集してきて、長い年月かけてようやく作りあげた。この香水は神々し 陶酔感を味わわせることができるそうだ。特に遠いところにいる旅人が、この香りを嗅ぐと故郷を思い出すから、彼はこれを「懐郷水」
（注５）
と名づけた。ああ、美瑛！君は
知らないだろう。私は君の精神生活をどんなに気をつかっていること 。肉体の喜びは求められないが、私の鶯を閉じ込めて歌わせないことをしたくないし、私の蘭を枯れさせて り 失うこともしたくな 。早く起きてこの香水の香りを嗅いでみなさいよ。でも 本当 故郷が恋 くなり、 北方に帰りたいとしつ くせがむじゃないよ。北方は本当に君の故郷 のか。ほら、見て 本当の南国の特産がまだある。何だ 当ててみて。
女性
　
……
詩人
　
分からないだろう。おばかさん、君が れた手紙で 賢いおばかさんと自称 ているじゃな か 本 のことを教えよう。これはおばかさんで有名なあ 女性 大好物だよ。彼女 この大好物のためにたくさんの人々を過労死させたんだ。君 これが大好き から、僕 数々の困難を乗り越えてようやくライチ湾 だどり着いて少し摘んであげ よ あそ は景色がい し、ライチが特に美味しい。しかも食べ放題。ただ持ち帰 は許されない。僕は彼らの特別許可を得てやっと少し持ち帰ったよ。早く食べてみよう。 （お皿で盛り付けた）もう一つの宝物がある。君はこれを見たら死ぬほど喜ぶ ほら、 の箱の中にあるよ。何だか当て み 。
女性
　
……
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詩人
　
もういいよ。当てなくていい。真ん丸で輝いている真珠だよ。南国の人は真珠を最も愛するのよ。男の子が生まれたら珠男で、女の子が生まれたら珠娘と呼ぶ。南国の傾国
（注６）
の美女媚珠や緑珠
（注７）
は、みな「珠」と
名付けられる。真珠はどれだけ貴重なものだと分かるだろう。賢い君ならきっとこれらの真珠が全部にせものだと思うだろう。じゃないと、私のような貧乏人はどこからこ 真珠を買う金があるの。でも、君は間違った。世の中最も貴重なものはお金で買えるものではない。言い伝えによると、南国にはもともと明
（注８）
が多く、
龍が吐き出した龍珠
（注９）
や、年取った蛤が生み出した明月珠、ほかにいろいろ珍しい真珠もある。しかし、
その真珠の名声が高すぎるから、真珠を飲み込む妖怪をたくさん引き付けてしまっ 、南国の名

珠
（注
10）は何年かのうちに食べつくされてしまった。あと賈胡のところにはまだ一粒の牟尼珠が残されていた
が、それを自分 命のように守ろうとするところ、妖怪に後ろか 追いかけられてきた。彼はその真珠を妖怪に奪われたくないから、 急いで海の中に投げ込ん しまった。その真珠は今の「海珠」
―
大きな岩石に変わっ
た。私が持ってきたこれ の真珠は、龍が吐き出したものではなく、年取った蛤が生み出したも でもない。実は、南海のある島で、猟師に捕まえられた男と女の鮫人を見かけ 着 時に、男のほうはすでに殺されてしまっ が、私は女の鮫人を救った。これら 真珠はあの可哀そうな女鮫人が泣 出したもの 。これは金で買えるものなのか？
　
美瑛、今回の南国の旅は楽しいものとは言えない。悩みや怒り、失望、女性に対す
る失望、友情に対する失望 更には 類に対する失望さえ感じている。私はただ老母の恩義を忘れる とができない。君の神秘的な微笑や銀鈴のような声も忘れられない。この二か月間、君のことをど なに恋しくなたのだろう 私は生活のため 故郷を遠く離れ、君と老母をこの山奥 こ 高い楼閣に残してしまうなんて。君のような楽しい生活を経験した人にと は何という寂しいことだ 、今すぐ家に帰っ 君を慰めと思った。だけど、 大変賢い子だから、 人生が短 も で、 芸術が 深いも だとよく知っ いるから、 きっ
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と私の言うとおりに勉学に励み、誰も構わないで、何も考えないで、日一日と精神生活へと近づいていくだろう。これを思い出すと安心できる。家に帰る時に見たのは生まれ変わった美瑛だ 待ち望んでいた。この二か月間、君のことを気になってしかたがなかった。今は気分も落ち着いた。君の顔が見られるようになったからだ。美瑛 神秘的な微笑 銀鈴のよう 声で、この疲れ 旅人を早く癒してくれないのか。
女性
　
……
詩人
　
君はこんなに心を鬼にしているのか。この悪いやつ、君の布団を本気で払いのけるぞ。〔勢いよく布団を払いのけたら、誰もいなかった。
詩人
　
あれ、美瑛！
　
美瑛！
　
下もいないし、ベッドにもいないし、テラスにもいない。私の美瑛はまさか天に上っ
たのか。〔老母は登場する。
老母
　
あら、あなたは帰ってきたのか
詩人
　（急いで前へ進み、お母さんを抱いた）ああ、お母さん。
老母
　
あなたはどうしてこんなに長く家を空けていたの お母さんを大変苦しめていたよ。
詩人
　
話し出すと長くなる。でも、お母さん、美瑛はどこへ行ったのか。
老母
　
美瑛か？
詩人
　
そうだよ……？？？
老母
　
ああ、わが子よ、もう彼女のことを聞 ないでよ。あなたはお母さんの子だから。
詩人
　
お母さん どうして彼女のことを話せ いの 僕はお母さんから命をもらったが、自分の命を彼女にあげたから。
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老母
　
わが子よ、彼女のためにそこまでする必要がないでしょう。お母さんからもらった命を彼女にあげるなんて、彼女を大切にしすぎるのではないか。
詩人
　
あのう、彼女は
―
彼女は行ってしまったのか？？？
老母
　
……うん……行ってしまった。
詩人
　
行ってしまった？？？！！
老母
　
……
詩人
　
それなら、どう て靴はまだベッドの前に置いて、服はまだベッドの上に積まれて、枕もとの灯りがまだ付いたままで、灯りの下に読みかけの本がまだ置いてあるのか。
老母
　
でも、これは彼女が行った時のま なんだよ。あな が帰る時にきっと私に聞くと思ったから、そのままにしておいたの。
詩人
　
ああ！……お母さん！
　
彼女はいつ行ったのか。
老母
　
わが子よ、もうすぐ十日もたつのよ。
詩人
　
十日もたった？ 彼女はどのように行った か。ほかの人と一緒か、それとも一人で行ったのか。
老母
　
一人で行っ の。
詩人
　
彼女は行った時に、お母さんに何か言ったのか。
老母
　
何も言わなか 。彼女が行っ 時、お母さんは全く気付かないで、寝ていた よ。
詩人
　
それでは、夜行ったよね。何か持 て行ったのか。
老母
　
何も持たなかった。靴さえもここに置 いた。
詩人
　
ああ、美瑛！
　
君はやっぱり行ってしまうよね。わかっていたけどね。でも、君が行こうとした以上、どうし
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てまた来たのか。ああ、私はもう何も望んではいけない。ただ、憎らしいことに、君はどうして何も残さず行くことをしなかったのか。どうしてこれらの毒花のよう 赤い服を どう て の一足の黒い悪魔を、どうして君が読みたく い本や好きな化粧品を残してしまったのか。これらのものはどれもこれも私の涙を誘い 私の心を痛めるの 知っている 君という悪者は人をからか のが最も好きだから、君が行ってしまった後も、まだ私を勘弁して れな のか。ああ、この二ヶ月間、私はいったい何をしていたのか。 らのものは誰のために苦労して手に入れたのか。エジプト模様 マフラーや黒いインドのシルク、南国 刺繍靴、赤い帽子、ストッキングやクリーム、天才 楽譜、南国の珍しい花で作った香水や楊貴妃の大好物のライチ、そして女鮫人が泣き出した真珠、苦労してここまで運んできた。でも、彼女が行ってしまったら、お前たちも存在の意味も失ってしまった。お母さん、彼女は大体どこへ行っ のか、知っている？
老母
　
わが子よ、彼女は古池に入ったよ。
詩人
　
古池に入った？
老母
　
そうだよ。あの子は古池に飛び込んで死んだのよ。
詩人
　
本当に？
老母
　
お母さんはあなたを騙すと思うの？
　
このことでお母さんは何日も苦労していた。あなたはお金も送ってくれ
なかったし、友たちのおかげで、ようやく彼女を葬った。さっき張家にお礼を言いに行ってきたばかりな よ
詩人
　（テラスに駆け出し、しばらく茫然としていた）ああ、美瑛！
老母
　（たいへん落ち着いて言った）あなたが友だちと出かけた後、家はまるで古寺のように静かだった。美瑛もあなたの言うことを聞いて、毎日静かに読書に専念していた。退屈になったら ピアノを弾いて 淋しそうな曲だったから、 あまり閉じこもると体調が悪くなるのではないかと心配して 彼女を外へ遊びに行こ と誘
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た。でも、彼女はいつも断り、本を読み続けていた。この子はおとなしすぎるようになったと思った。こんなに落ち着くなら、有望な女流芸術家ではないかと思っ 私は彼女のためだけでなく、みんなのために喜んでいた。でも、女の子はや り の子で おと しすぎるのは悪い兆しな よ。彼女のような生活は長くは続かないだろうと密かに思っていた。案 定、一ヶ月たっても、あなたがまだ帰ってこないから、彼女は読書の時間が少なくなり、ピアノを弾く時間が長くなった。その後、ピアノの音もあまり聞こえ くなり テラスでひとり歌ばかり歌っていた。
詩人
　
……うん……？
老母
　
ある晩、彼女はテラスで遅くまで歌を歌っていた。私は彼女が冷た 風にあたり病気になる を心配して、部屋に戻って寝るように説得した。でも、彼女は、 「お母さん 大丈夫ですよ。私は何も いところはありませんが、 身体だけは丈夫ですよ」と言っ 「身体が丈夫で 、 大切にしなければ けない よ」とお母さんは言った。彼女は「身体を大切してもしょうがないの はないですか」と。お母さんは「あなた ちゃんと勉学に努力しているのに、どうしてこんなことを言 の。あなたは つもうち 息子に「命 短いが、芸術は不朽だと言っているので ないか。自分の身体を大切 しないと、どう って短い命 不朽な芸術を全うすることができるの」と言った。あの子は悲しそ 、 「お母さん 私は漂泊の生活に慣れましたよ。南のほ 、 北のほう、黄河、揚子江、どこにも私の足跡が残っているが、どこにも私の魂が残っていないの。私の魂はいつも向こう側の山と川、向こう側の世界を眺めているようなの。この世界に来たばかりだが、もうすで 次の世界に行く準備をしておきました。もともと彼 言うことを信じて、芸術 魂を預けようと思っていたが、自分 魂は芸術の宮殿にも住み慣れないと私に教えてくれま た。一刻 落ち着け から、もうすぐ飛び立とうと ます……」と言った。
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詩人
　
おお、彼女はどこへ飛び立ちたいかと言ったのか。
老母
　
何も言わなかった。 の子はきっと つも上から降りないで、閉じこもりで病気になってしまったので、このようなことを言い出したと思っていた。彼女のような動き回ることに慣れていた人は、急に静かになったら、病気にならない方がおか いのよ。私は「それでは、明日一緒に町に出かけよう。ここに閉じこもると体調が悪くなる 」と言った。彼女は「お母さん、私はただわがままなことをしただ で、こんな 心配しなくてもいいですよ。ここにいても、少しも退屈だと思わないん す」と。私は「もう夜遅くなっ ので 入って寝なければ けないのよ 。そして、彼女は「いいえ テラスに座 ている時だけは退屈に感じませんよ。お母さんは見えませんか そ 人がい 腕を大きく拡げて私を誘っている よ そして、彼らは歌さえも歌って私を歓迎しているのよ」と言った。
詩人
　
お母さんはその時、何か見えたのか。ある は何か聞 えたのか。
老母
　
何も見えなかった。見えたのは池渕 数本の大木の黒い陰だけだよ。歌声なんかも聞こえなかった。聞こえたのは、葉っぱが夜風に吹かれて、池に落ちて く音だけだっ 。
詩人
　
ああ、彼女は病気にな
老母
　
そうだよ。私もすぐ彼女は病気になったと気付いた。彼女の額を触 たら、案の定熱があ た。急 で彼女部屋の中へ連れ戻して、無理やりベッドに寝かせつけ その後 布団 掛けてあ 、ベッドのカーテンを下ろして、窓を閉めてから降りて横 なった。翌日お医者さんに見てもら が、 「たいしたこ はない しょうがスープを少し飲んで身体を温めればよくなるよ」と言われた でも その後夜 三日続 はあかわらずテラスに座って歌を歌っていた。歌ったり止 ったりして、誰かと交互に歌ってい うだっ 。三日目の夜になると、私は我慢できず、彼女 怒 て、部屋に入る う説教し 彼女はおとなし の後につ
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いて部屋に入って、自分で窓とドアを閉めて、灯りを付けて、愛読の本を開いて、しばらく何かを書いた。そして、私と世間話をしばらくしてから、自分で服を脱いで、布団をかけた。私はベッドのカーテンを下ろしてあげてから、ようやく安心した。 も、目を閉じて寝ようするところ 古池 中からどぶんという音がした。私は驚い 急いで上がって見に行った。でも、何でも今の様子と同じだが、ただこのドアが開いたままで、美瑛が居なくなった。
詩人
　（涙を拭いて）お母さん、美瑛は亡くなった時に一言も私に残してくれなかったのか。
老母
　
ないね。 （急に思 出して）でも、これは彼女の絶筆じゃないの。これは彼女が寝る前に書いたものだよ。〔詩人は急いでそれを受け取った。
詩人
　（朗読）
　
古池よテラスの下の古池よ底知れない古池よ木の倒影が映っている月の光が沈んでいる落ち葉が浮かんでいる古池よ奇異な花が舞い上がって 古池よ古池よ、あなたは私が恐れ いるすべてを隠している古池よ、あなたは私が望んでいるすべてを隠している古池よ、あなたは漂泊者の母胎なのだ古池よ、あなたは漂泊者のお墓なのだ
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古池よ、あなたが私にキスする時に、どんな音が出るのかを聞きたい
ああ、分かった。 （テラスに出た）美瑛！
　
美瑛！
　
君を俗世の誘惑から救い出したが、君は今度また古池に
誘惑されたの 。女の子よ、君たちの一生は誘惑から誘惑へと行くのか？
　
古池よ、私の敵よ、私はたくさん
の人々の手から彼女を奪い取ったの 、今度はお前に奪われるのか。お前の水晶の宮殿は本当に象牙の宮殿より奥深いのか。あ ゆる悪の根源の古池よ お前に復讐するぞ。お前を叩き付ける時に、どんな音がでる かを聞きたい。 （言い終わったら、ひらりと飛び下りた）〔老母は飛び出して落ちそうになった息子を引っ張った。
老母
　
わが子よ、わが子よ、あなたは狂 のか。あなたは狂っ のか。早くこの柵を掴みなさい！
　
どうして掴ま
ないの。美瑛のために、お母 んさえも要 ないのか。
詩人
　
古池よ、お前はあらゆる悪の根源だ。
老母
　
わが子よ、早くこの柵を掴みなさいよ。お母さんは力を使い果 したよ。お母さんにはあなたしかいな よ。―
あなた、あなたはお母さんの命なのだ。あなたが死んだら、お母さんも生きていられないのよ。早くその
柵を掴みなさい 。わが子よ、
―
お母さんを哀れんでちょうだい。
詩人
　（あいかわらず拳を握り締めてヒステリックに叫んだ）古池よ、お前はあらゆる悪の根源なのだ。
老母
　
わが子よ、あなたは本当にこんなに冷酷なの。お母さん、お母さん、お母さんはもうこれ以上我慢できないのよ。一生かけて を大きく育てたのに お母さんを捨てていくのか。
詩人
　
あらゆる悪の根源の古池よ、お前を叩き付けるぞ。〔詩人はもう一回跳び上がった。老母は我慢できなくなり、 ついに手放した。すると、 詩人は落ちていってしまった。
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老母
　（狂ったように叫んだ）ああ！！〔数秒た ら、どぶ という音が聞こえた。〔これは古池が彼に叩き付けられた だろう。
老母
　（この音を聞いて、夕方の太鼓や朝の鐘の音を聞い ように、呟いた）これで良かったのかもしれない。 （テラスに座ったまま）〔古池の中には余韻が漂っている。
―
幕を下ろす
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注（１）
　
田漢「自伝」 （ 『難中日記』の一部、一九六七年六月九日完成） 、 『田漢全集』第二〇巻に所収
（２）
　
田漢「我々の自己批判」 、初出は『南国』月刊（第二巻第一期、一九三〇年） 、 『田漢全集』第十五巻に所収
（３）
　
 『田漢戯曲集』第五集自序、初出は『田漢戯曲集』第五集（上海現代書局、一九三〇年六月） 、 『田漢全集』第十六巻に所収
（４）
　「高楼」は原文のままである。ここでは、山の高い場所に建つ家を指すだろう。
（５）
　
故郷をなつかしむ水。
（６）
　
国を傾けるような美人遊女。
（７）
　
 「媚珠」や 緑珠 伝説や民話 はよく美女の名前として使われる。たとえば、古 中国文学の影響を受けているベトナムの伝説「金亀伝」の主人公は絶世の美女媚珠である。中国宋代の伝奇小説「緑珠伝」には、全国に名を馳せた美女緑珠と大富豪石崇の愛情物語が描かれている。
（８）
　
夜間に光を発する真珠。
（９）
　「龍珠」と次の「明月珠」 、 「牟尼珠」はすべて真珠の名前。
（
10）　
有名な真珠。
※
 田漢の作品などの引用はすべて『田漢全集』 （中国・花山文芸出版社、一九九七年）に拠った。原文は中国文であるが、日本語訳は全て引用者による試訳である。
